
商業科（ビジネス基礎）学習指導案 

 

                 学校名：県立那覇商業高等学校 

日 時：令和３年 10 月 20 日 5 校時 

場 所：１年９組教室 

対 象：１年９組 男子２名 女子 38 名 

単位数：３単位 

授業者：小原満春 

 

１ 単元名 大項目「第５章企業活動」小項目「ウ資金調達」  

 

２ 単元設定の理由 

 (1) 教材観 

この単元では、企業の形態と組織、マーケティングの重要性と流れなど企業活動に関する知識などの

基盤として、企業活動の動向など科学的な根拠に基づいて、企業活動の展開について、組織の一員とし

ての役割を果たすことができるようにすることをねらいとする」ことから、知識の定着を図り、その知

識を活用できる教材作成を行うことに留意する。 

  

(2) 生徒観 

本クラスの生徒は、１学期の考査および提出物等の評価から、学習の定着は図られており、与えられ

た課題を確実にこなすなど、学習意欲も高い。そのため、知識の定着からさらに、知識の深化を図るよ

うな取り組みを行い、単元指導目標の達成を図る。 

 

(3) 指導観 

学習に対する意欲が高いため、教科書等の学習教材を用いた学習をさらに深化させ、主体的で対話的

な学びができるような取り組みを行うように留意する。 

 

３ 大項目（第５章企業活動）の指導目標 

(1)企業活動について経済社会における事例と関連付けて理解できるようにする。 

(2)企業活動に関する課題を発見し、科学的な根拠に基づいて課題への対応策を考察 

できる力を養う。         

(3)企業活動について自ら学び、企業活動に関する事例などを踏まえ、企業活動に主体的かつ協働的に取り

組む態度を養う。       

 

４ 大項目（第５章企業活動）評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

企業活動について経済社会に

おける事例と関連付けて理解

している。 

企業活動に関する課題を発

見し、科学的な根拠に基づいて

課題への対応策を考察できる

力を身に付けている。 

企業活動について自ら学び、企業

活動に関する事例などを踏まえ、企

業活動に主体的かつ協働的に取り

組む態度を身に付けている。 



５ 小項目（「ウ資金調達」）の指導目標 

(1)資金調達について企業の事例と関連付けて理解できるようにする。 

(2)企業活動において資金調達に関する課題を発見し、科学的な根拠に基づいて課題への対応策を考察でき

る力を養う。          

(3)企業の資金について自ら学び、企業活動に関する事例などを踏まえ、企業活動に主   体的かつ協働的

に取り組む態度を養う。  

 

６ 小項目（ウ資金調達）の評価規準   

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

資金調達について企業の事

例と関連付けて理解してい

る。 

企業活動において資金調達

に関する課題を発見し、科学的

な根拠に基づいて課題への対

応策を考察できる力を身に付

けている。 

企業の資金について自ら学

び、企業活動に関する事例など

を踏まえ、企業活動に主体的か

つ協働的に取り組む態度を身

に付けている。  

 

７ 小項目（ウ資金調達）の指導計画（全３時間）          本時：３時間目 

次

程 

時

間 
ねらい・学習活動 

評価の観点 記

録 
評価規準・評価方法 

知 思 態 

１
時
間
目 

１ 

■ウ 資金調達 

 

 

 

(1)資金と資金調達 

・企業活動において運転資金と設備資金が

必要であることを理解させる。 

(2)資金調達の方法 

・資金調達には、借入もあるが、社債や株

式の発行そして、近年ではクラウドファン

ディングの方法もあることを理解させる。 

(3)資金調達に伴う責任 

・調達した資金の使い道などは、自由に使

えるものではなく、説明責任が問われ、会

計処理の内容を公表する場合もあること

を理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

  

 

 

〇発問・応答 

簿記との関連を意識した

発問を行い、どのような

関連があるかを思考させ

る。 

 

< 支援・留意点 > 

・具体的な企業の経営組織の特徴を捉えるた

め、同じ業種の企業を対比することを助言す

る。 

・経営組織についてインターネットで公表し

ている企業を探索できるよう、必要に応じて、

検索する業種などを助言する。 

・生徒の取組の様子を観察シートに記入する。 

企業にとっての資金とは何かを理解し、その資金調達

方法および責任について理解を深める。 



 

８ 小項目の評価規準 

(1)１時間目：ワークシートの評価規準 
評価

方法 

評価

観点 
Ｂ（２点） Ａ（３点） Ｃ（１点） 

おおむね満足できる 十分に満足できる 努力を要する 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
個
人
）
事
前
・
事
後 

『
思
考
・
判
断
・
表
現
』 

学習した資金調達に

関する知識と関連付け、

比較して、資金調達の課

題について思考し、おお

むね表現している。 

 

（判断の目安） 

資金調達について、資

金調達の特徴と関連付

け、比較して思考し、記

述している。 

 

学習した資金調達に関する

知識と関連付け、比較して、

資金調達の課題について思考

し、十分に表現している。 

 

（判断の目安） 

資金調達について、資金調

達の特徴（知識）と関連付け

比較して思考し、記述するこ

とができるとともに、その内

容を具体的に記述している 

 

学習した資金調達に関する

知識と関連付け、資金調達の

課題について思考しているが

努力を要する。 

【手立て】資金調達の方法に

ついて、グループ活動や発表

を通して再考させる。 

 

（判断の目安） 

資金調達について、学んだ特

徴と関連付けて思考し記述す

るが、比較して記述すること

ができない。 

 

 

２
時
間
目 

１ 

■資金調達のケーススタディ① 

・パフォーマンス課題の提示 

 

 

 

 

・生徒個々で課題に取り組み、その内容を

ワークシートに記入する。 

・グループ内およびグループでの意見発表 

・まなボードにまとめる。 

 

【課題】不況の中で、創業５年目の我が社

は資金調達を考えています。これまで学

んだ資金調達のうち、どの方法で資金調

達をするか考えなさい。  

  

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

〇 

 （思）〇ワークシート・

記入内容 

 提示された課題につい

て、ワークシートに記入

し、その記入内容によっ

て、教科規準を用いて評

価を行う。 

（態）話し合い活動・行

動観察（形成的評価） 

話し合い活動に積極的に

関わり、協働的に取り組

んでいるか評価を行う。 

３
時
間
目
（
本
時
） 

１ 

■資金調達のケーススタディ② 

・グループ内およびグループでの意見発表 

・まなボードにまとめる。 

 

 

 

 

 

・前時で記入した個々の意見を、グループ

内で発表し、グループとして意見をまとめ、

グループでの発表を行う。 

  

 

 

 

 

 

● 

  

 

 

 

 

 

〇 

〇ルーブリック・行動観

察 

個人およびグループでま

とめた意見について、発

表をさせ、その発表を観

察し、ルーブリックを用

いて評価を行う。 

小項目第一次において習得した知識を活用し、与

えられた課題に対して、個人およびグループで課題

に取り組み、知識の深化と定着を図る。 

生徒個々で考えた課題への対応策について、グル

ープでの発表による他者の意見および、グループ発

表を行い、適切に相手に自らの意見を伝える表現力

を養う。 



 ＜参考＞ワークシートの評価例 

    （Ｂ評価の場合） 上記の資金調達を選んだ理由を書きなさい。 

 

 

 

 

（Ａ評価の場合） 上記の資金調達を選んだ理由を書きなさい。 

 

 

 

 

 

 

（Ｃ評価の場合） 上記の資金調達を選んだ理由を書きなさい。 

 

 

 

 

９ 本時の学習指導 

 (1) 主題名  「資金調達の課題によるグループ発表」 

 (2) 指導目標 グループでの発表による他者の意見および、グループ発表を行い、適切に相

手に自らの意見を伝える表現力を養う。 

 (3) 本時の評価規準（思考・判断・表現） 
評価

方法 

評価

観点 評価内容 
Ｂ（２点） Ａ（３点） Ｃ（１点） 

おおむね満足できる 十分に満足できる 努力を要する 

発
表
方
法
お
よ
び
発
表
内
容 

『
思
考
・
判
断
・
表
現
』 

＜表現＞ 

（聴衆に対

しての配慮） 

まなボード（発表用

紙）に、字が大きく

記入されている。聴

衆を意識した伝え方

をおおむね満足でき

る工夫をしている。 

まなボード（発表用

紙）に、字が大きく

記入されているとと

もに、特徴など色を

変えて強調してい

る。聴衆を意識した

伝え方を十分に満足

できる工夫をしてい

る。 

まなボード（発表用

紙）に工夫がみられ

ない。 

 

【手だて】工夫され

たマナーボード（発

表用紙）とそうでな

いマナーボード（発

表用紙）を比べさせ

る。 

株式発行は、社債と比べ元金の支払がないため、資金調達を株式発行に決

めた。（他の資金調達と比較し、株式の特徴を述べている 

 

株式を発行した場合、投資した人は経営に関して意見することができる

が、社債の場合、経営に関して意見することはできない。そのことから資

金調達の方法を社債発行に決めた。 

（他の資金調達と比較し、それぞれの資金調達の特徴を具体的に記述している。） 

株式発行は、配当金のみを投資した人へ支払うだけだから 

（資金調達の特徴は記入しているが、なにと比較しているか分からない） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<思考・判断> 

話し合い活

動の中で、新

たな発見や

具体的内容

にまとめ上

げているか

を評価する 

学習した資金調達

に関する知識と関連

付け、比較して、資

金調達の課題につい

て思考し、おおむね

表現している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（判断の目安） 

資金調達につい

て、資金調達の特徴

（知識）と関連付け

比較して思考し、記

述することができる

とともに、その内容

を具体的に記述して

いる。 

 

学習した資金調達

に関する知識と関連

付け、比較して、資

金調達の課題につい

て思考し、十分に表

現している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（判断の目安） 

資金調達につい

て、資金調達の特徴

（知識）と関連付け

比較するとともに、

既習した資金調達の

内容以外のことも含

めて思考し、その内

容を具体的に記述し

ている。 

 

学習した資金調達

に関する知識と関連

付け、資金調達の課

題について思考して

いるが努力を要す

る。 

【手立て】 

他のグループの振り

返りを聞き、自分た

ちのグループと比較

させ、ワークシート

に記入させる。 

 

 

（判断の目安） 

資金調達につい

て、資金調達の特徴

と関連付け、比較し

て思考し、記述して

いる。 

 

＜参考＞発表内容の評価例 

 （Ｂ評価の場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ＜評価のポイント＞ 

        ○内容が具体的に記述している 

 

株式を発行した場合、投資した人は経営に関して意見することができる

が、社債の場合、経営に関して意見することはできない。そのことから資

金調達の方法を社債発行に決めた。 

他の資金調達と比較し、それぞれの資金調達の特徴を具

体的に記述している。 



（Ａ評価の場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜評価のポイント＞ 

        ○内容が具体的に記述している 

        ○資金調達で既習した以外の内容が含まれている 

         ※発表内容から資金調達での既習した内容以外が含まれていれば評価Ａを付ける 

 

 

（Ｃ評価の場合） 

 

 

 

 

 

＜評価のポイント＞ 

        ○具体的な内容の記述はない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他の資金調達と比較し、株式の特徴を述べてい

るが、具体的記述はない。 

株式を発行した場合、株主に対して利益の一部を配当金として支払うが、

資金調達に時間がかかる。 

金融機関からの借り入れの場合、元金と利息の支払いを行わなければいけ

ないが、株式の発行より資金調達に時間はかからない。 

そのことから資金調達の方法を資金がすぐに手もとに入る、金融機関か

らの借り入れに決めた。 

他の資金調達と比較し、それぞれの資金調達の特徴を具体的に記述

している。また、資金調達を時間軸で考え（既習した内容ではでない）、

比較検討し、新たな見方で考えを記述している。（話し合い活動で新

たな考えが出ているかな？） 

株式発行は、社債と比べ元金の支払がないため、資金調達を株式発行に決

めた。 



 (4)本時の展開 

評価の観点  （【知】知識･技能 【思】思考･判断･表現 【態】主体的に学習に取り組む態度） 

学習 

展開 生徒の活動 教師の活動 
● 使用教材 

■ 評価の観点 

導
入
（
５
分
） 

・身なりを整える。 

・授業開始の挨拶。 

・出席確認。 

・前時の確認・本時の目標。 

・本時の評価基準の確認。 

・前時に個々人で記入したワークシート

の内容を、グループ内で発表し、グルー

プの意見をまとめ、グループ発表を行う

ことを説明する。また、発表の基準につ

いて説明をする。 

●ワークシート 

 

展
開
（
４
０
分
） 

・グループごとに発表する。 

 

 

 

・全グループ発表終了後、質問タイム

として、各班の机の上にまなボードを

置き、各個人で各班のまなボードをみ

ながら質問をする。 

 

・質問タイム終了後、着席する。 

 

・ワークシート③に発表内容が一番よ

かったグループを選択肢、その理由を

記入する。 

 

・各グループ代表１名がワークシート

③の発表をし、全員で聞く。 

・グループ発表を始めることを伝え、廊

下側のグループ１班から最初に発表する

ように指示する。（全６班） 

 

・質問タイムとして、各グループのメン

バー交代で、全グループのまなボードを

見て、質問をする。 

 

 

・質問タイム終了後、着席させる。 

 

・発表と質問タイムを通して、どの資金

調達が最も良かったかをワークシートに

理由を記入する。 

 

・各グループ代表１名、ワークシート③

に記入した内容を発表させる。 

■発表観察による

見取り。ルーブリ

ックによる評価。 

【思・判・表】 

●まなボード 

ま
と
め
（
５
分
） 

・まとめ 

 

 

・ワークシートの提出 

 

・授業終わりの挨拶 

・ワークシートの理解度チェックと振り

返りを記入する。 

 

・ワークシートを集める 

 

 

 

 


